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〇
〇
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濃
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／
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月
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十
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路
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種
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県
道

線

名

下
関
美
祢
線

排

水

口

〃

排

水

口

〃

口
県
告
示
第
三
十
二
号

路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百

水

口

排

水
素
イ
オ
（
水

通

常

排

水

口

七
・
二

排

水

口

〃

排

水

口

〃

六
三

ロ

（
二
基
）

七

六
五

（
二
基
）

二

六
六

（
二
基
）

三
・
二

考

の
表
の
備
考
は
、
こ
の
表
に
つ

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排

一
月
二
十
九
日
か
ら
一
月
間
山

山
口
県
知

〃

三
・
六

六
・

〃

七
・
一

一

八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

出

水

の

ン
濃
度

素
指
数
）

化
学
的
酸
素
要
求
量

（

／

）

最

大

通

常

最

大

五
・
九

八
・
五

七
・
九

一
一
・

〃

六
・
九

一

〃

二
・
一

四
・

六八

二
〇

四

一
・
三三

一
五

三

二
・
五四

二
〇

四

い
て
準
用
す
る
。

出
水
の
量

口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課

事

二

井

関

成

二

一
〇

〃

〃

一

九

〃

〃

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

汚

染

浮

遊

物

質

量

（

／

）

銅

（

／

通

常

最

大

最

四

七
・
九

一
五

一

八
・
八

二
〇

検
出

二

八

〃

〃

〇

五
〇

一
〇
〇

〇

四
〇

八
〇

〇

五
〇

一
〇
〇

区
九
〇
の
六
地
先
か
ら

同
市
東
厚
保
町
川
東
字
和
田
ノ
上
七

の
一
地
先
ま
で

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

美
祢
菊
川

道
路
の
区
域

五
・
四

八
・
一

六
・
七

一
五
・
六

区
美
祢
市
東
厚
保
町
川
東
字
和
田
ノ
沖

状

態

の

）

窒

素

（

／

）

大

通

常

最

大

通

一

三

五

せ
ず

三
・
六

八
・
七

二
・
三

四
・
五

一
五

二
〇

三

五

五
〇
、
〇
〇
〇
六
五
、
〇
〇
〇

検
出間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
三

新

最
狭

一
一
・
〇

最
広

二
三
・
三

線
〇
・
七

一
・
三

〇
・
七
五

一
・
六
一

間

旧
新
別

敷
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幅
員

（
メ
ー
ト
ル
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一
七

旧

最
狭

一
一
・
〇

最
広

二
二
・
三

排
出
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値

燐（

／

）

常

最

大

通

〇
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四

〇
・
八

八
五
三

〇
・
四
四
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一
二

〇
・
三
一

〇
・
六
九

一
八

〇
・
一

〇
・
二

〇
・

〇
・
四

〇
・
八

〇
・

せ
ず

検
出
せ
ず

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

一
一
〇
・
五

道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

七
六

一
〇
五

七

一
三

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

一
一
〇
・
五

一
日
当
た
り
の
量
（

）

常

最

大

・
五
五

九
六
九
・
一

二
五

四
〇

・
九
五

三
三

〇
一
三
四

〇
・
〇
一
三
四

〇
〇
五
二

〇
・
〇
〇
五
二

二

四

四



平成

一

年 月 日 金曜日

山
急

条
第

山 口 県

県下路県美

（定期）報

道
路
のそ

に
お路

第 号

美九同一山

区
域
の
名
称

矢
ケ
迫

地
区

口
県
告
示
第
三
十
四
号

傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
九
日

道

関
美
祢
線

美
祢
市
東
厚
保
町
川
東
字

同
市
東
厚
保
町
川
東
字
和

線
名

供

用

道

祢
菊
川
線

美
祢
市
東
厚
保
町
川
東
字

同
市
東
厚
保
町
川
東

同

路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百

供
用
を
開
始
す
る
。

の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
九
日

線
名

供

用

祢
市
東
厚
保
町
川
東
字
和
田
ノ
沖
一
七

〇
の
六
地
先
か
ら

市
東
厚
保
町
川
東

同
字
一
七
九
六
の

地
先
ま
で

口
県
告
示
第
三
十
三
号

止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
次
の
区

山
口
県
知

和
田
ノ
沖
一
七
九
〇
の
六
地
先
か
ら

田
ノ
上
七
一
三
の
一
地
先
ま
で

開

始

の

区

間

和
田
ノ
沖
一
七
九
〇
の
六
地
先
か
ら

字
一
七
九
六
の
一
地
先
ま
で

八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

一
月
二
十
九
日
か
ら
一
月
間
山

山
口
県
知

開

始

の

区

間

旧

最
狭

六
・
二

最
広

九
・
八

新

最
狭

九
・
二

最
広

一
八
・
四

四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

域
を
指
定
す
る
。

事

二

井

関

成

平
成
二
十
二
年
一
月

三
十
日

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
二
年
一
月

三
十
日

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課

事

二

井

関

成

供
用
開
始
の
期
日

六
〇
・
〇

六
〇
・
三

道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

防
府
市
大
道
土
地
改
良
区

〃〃 土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四

改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十

一

就
任
し
た
役
員

土
地
改
良
区
の
名
称

〃

〃

上

〃

〃

南

公

（
二
四
）
土
地
改
良
区
の
役
員

〃

〃

矢

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

鬼

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

矢

〃

〃

〃

二

区
域
の
範
囲

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地

号
と
十
二
号
を
結
ん
だ
線
に

市

名

大

字

名

字

山

口

市

上

小

南理

事

行
重

延
昭

防
府

〃

田
中

芳
孝

〃

〃

内
田

浩
次

〃

年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八

の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出
が
あ
り

九
日

山
口

理
事

監
事
の
別

氏

名

住

矢
ケ
迫

一
〇
八
七
の
一

矢
ケ
迫

一
一
〇
五
の
四

告

の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出

ケ

迫

四
一
七

四
一
五

四
一
五

ケ
久
保

四
一
二
の
二

四
〇
九
の
二

四
一
一
の
一

四
〇
八
の
四

ケ

迫

一
〇
七
六

一
〇
七
九

に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
二
号

囲
ま
れ
た
区
域

名

地

番

矢
ケ
迫

一
一
〇
三
の
二

五

市
大
字
台
道
六
六

〃

一
四
九
二

〃

三
五
八
七

条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土

ま
し
た
。

県
知
事

二

井

関

成所

十
一
号

十
二
号

二
号

三
号

四
号

五
号

六
号

七
号

八
号

九
号

十
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱

標

柱

番

号

一
号

地 一

公

告



平

委
員別

成 年 月 日 金曜日

こ
こ

山
風

山 口

〃〃〃風

（定期）県 報

二
防〃〃〃〃〃

第 号

〃〃〃〃〃〃〃
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

表
第
一
山
口
県
十
種
ケ
峰
青
少
年

に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
九
日

口
県
公
安
委
員
会
規
則
第
三

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

則
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適

〃監〃

公

安

委

俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適

退
任
し
た
役
員

土
地
改
良
区
の
名
称

理
事

監
事
の

府
市
大
道
土
地
改
良
区

理〃〃〃〃〃 〃〃〃〃監〃〃

よ
う
に
改
正
す
る
。

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「 山

号
の
適
正
化
等
に
関
す
る
条
例
施

正
化
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規

好
次

良
男

〃

大

事

落
合

登

〃

〃

田
中

勇

〃

大

員

会

正
化
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規

別

氏

名

住

事

行
重

延
昭

防
府
市
大

田
中

芳
孝

〃

〃

内
田

浩
次

〃

〃

藤
田

文
雄

〃

〃

中
谷

安
彦

〃

〃

内
田

澄

〃

〃

藤
田

文
雄

〃

〃

中
谷

安
彦

〃

〃

内
田

澄

〃

〃

好
次

良
男

〃

大

事

落
合

登

〃

〃

戸
倉

正
秀

〃

大

田
中

勇

〃

〃
阿
武
郡
阿
東
町
大
字
嘉
年
下
」

口
県
公
安
委
員
会

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
（
昭
和
六
十
年
山
口
県
公
安

字
切
畑
一
七
九
六

六
一
二
の
五

字
台
道
四
〇
八
七

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

所

字
台
道
六
六

一
四
九
二

三
五
八
七

六
五
八
七
の
三

四
〇
四
七

二
七
四
六

六
五
八
七
の
三

四
〇
四
七

二
七
四
六

字
切
畑
一
七
九
六

六
一
二
の
五

字
台
道
六
八
八
五

四
〇
八
七

正

誤

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一

地
福
警
察
官

駐
在
所

山
口
市
阿
東

地
福
上

嘉
年
警
察
官

駐
在
所

山
口
市
阿
東

嘉
年
上

雑

徳
佐
交
番

山
口
市
阿
東

徳
佐
下

三
谷
警
察
官

連
絡
所

山
口
市
阿
東

生
雲
東
分

表
山
口
県
山
口
警
察
署
の
部

の
よ
う
に
改
め
る
。

長
門
峡
警
察

官
駐
在
所

山
口
市
阿
東

生
雲
東
分

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十

表
山
口
県
山
口
警
察
署
の
部

に
改
め
る
。

阿
東
幹
部
交

番

山
口
市
阿
東

生
雲
西
分

を
「
山
口
市
阿
東
嘉
年
下
」
に

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か

山
口
県
公
安
委
員
会
告
示
第

交
番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び

山
口
県
公
安
委
員
会
告
示
第
六

日
山
口
県
告
示
第
百
五
十
三
号
（

山
口
市
の
う
ち
阿
東
地
福
上
、
阿
東
地

所
管
区
を
除
く
。
）

山
口
市
の
う
ち
阿
東
嘉
年
上
、
阿
東
嘉

報

山
口
市
の
う
ち
阿
東
徳
佐
上
、
阿
東
徳

長
門
峡
警
察
官
駐
在
所
の
項
か
ら

山
口
市
の
う
ち
阿
東
篠
目
、
阿
東
生
雲

千
頭
に
限
る
。
）

九
日

阿
東
幹
部
交
番
の
項
か
ら
三
谷
警

山
口
市
の
う
ち
阿
東
生
雲
東
分
（
長
門

区
を
除
く
。
）
、
阿
東
生
雲
中
、
阿

喜
、
阿
東
地
福
下
（
字
田
代
、
字
下

原
、
字
鷹
の
巣
及
び
字
荒
瀬
に
限
る
。

改
め
、
同
表
岩
国
市
青
年
の
家
の

ら
施
行
す
る
。

三
号

駐
在
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管

十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

県
営
住
宅
の
構
造
及
び
戸
数
に
関

福
下
（
阿
東
幹
部
交
番
の

年
下

佐
中
、
阿
東
徳
佐
下

嘉
年
警
察
官
駐
在
所
の
項
ま
で
を

東
分
（
字
御
堂
原
及
び
字

山
口
県
公
安
委
員
会

察
官
連
絡
所
の
項
ま
で
を
次
の
よ

峡
警
察
官
駐
在
所
の
所
管

東
生
雲
西
分
、
阿
東
蔵
目

杉
原
、
字
上
杉
原
、
字
向

）
項
を
削
る
。

区
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
一

改
正
す
る
。

六

す 次 う 年

公

安

委

員

会

雑

報



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 （定期）報 第 号

る
告

ペ

示
の
一
部
改
正
）

ー
ジ

段

行

五

上

左
か
ら四

表
稗
田
県

「
五
一
」

五
」
に
、

誤

営
住
宅
の
項
中
「
八
三
」
を

に
、
「
五
二
五
」
を
「
四
七

表
稗
田

正

県
営
住
宅
の
項
中

七



平
成
二

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
九
日
印
刷

十
二
年
一
月
二
十
九
日
発
行

発
行
所

山

口

発
行
人

山
口
県
県

庁
知
事


